
①「Office付き」は信用しない 
	 •	 多くは Microsoft 365体験版 
	 •	 期限切れ・前所有者アカウント依存が多い 
	 •	 「Word・Excelあり」は将来消える可能性大 

② Office 2021（買い切り）は引き継げない 
	 •	 メーカー付属（OEM版）は 
　　　　　　PC＋初回認証時の環境に強く紐づく 
	 •	 初期化・365上書きで消滅 
	 •	 プロダクトキー再入力不可 
	 •	 アカウントにも表示されない 

③ Windows正規 ≠ Office正規 
	 •	 Windowsが正規でもOfficeは別ライセンス 
	 •	 Officeが使える保証にはならない 

④ 初期化方法でOfficeの運命が決まる 
	 •	 工場出荷リカバリ：残る可能性あり 
	 •	 クラウドダウンロード初期化消える 
	 •	 中古はほぼ「消える」 
⑤ 他人のMicrosoftアカウント問題 
	 •	 Office前所有者のアカウント紐づけ 
	 •	 削除するとOfficeも消える 
	 •	 ログイン不可＝使用不可 

⑥ 結局、追加費用が発生しやすい 
	 •	 Office再購入 
	 •	 バッテリー劣化 
	 •	 SSD容量不足 
→「安く買ったつもり」が高くつく 

⑦ 現実的な正解 
	 •	 中古PCは Officeなし前提 
	 •	 Officeは Microsoft 365 を別途契約が無難 
	 •	 買い切りOfficeが必要なら 
　　　　　　新品PC or 自分でOffice購入 


